
ティーエスワン配合OD錠、エスワンタイホウ配合OD錠は
重篤な腎障害のある患者（禁忌）に投与しないでください

ティーエスワン配合OD錠、エスワンタイホウ配合OD錠を腎障害の
ある患者が内服すると、血中フルオロウラシル濃度が上昇し、骨髄抑
制等の副作用が強くあらわれるおそれがあります。

国内において、禁忌である「重篤な腎障害のある患者」（クレアチ
ニンクリアランス(Ccr)：30mL/min未満）に投与した症例報告が散
見されており、これらのうち死亡の転帰をたどった症例が報告されて
います。
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重篤な腎障害のある患者（禁忌）に投与しないでください
１．Ccr：30mL/min 未満の患者には投与しないでください
２．透析患者には投与しないでください

（本剤の除去率等の十分な情報がないため）

胃癌を対象とした製造販売後調査において、Ccr推定値が低値の
症例ほど副作用発現率が高く、かつその程度が重度化していま
した。

続きあり



【腎機能低下時の減量基準】

30＞60＞ ≧3080＞ ≧6080以上Ccr（mL/min）

投与不可

原則として1段
階以上の減量
（30～40未満
は2段階減量
が望ましい）

初回基準量
（必要に応じて
1段階減量）

初回基準量投与開始量

○胃癌、結腸・直腸癌、頭頸部癌、非小細胞肺癌、手術不能又は再
発乳癌、膵癌、胆道癌の場合
・ 単独投与：

・併用療法：
電子カルテ＞オンラインマニュアル＞登録レジメン/レジメン審査
＞がん種別 より院内承認レジメンの開始減量基準を参照ください。

続きあり



○ホルモン受容体陽性かつ HER2 陰性で再発高リスクの乳癌に
おける術後薬物療法の場合

１日投与量
（テガフール相当量）

体表面積
Ccr

（mL/min）

80mg/日（朝40mg、夕40mg）1.25m2未満80以上

100mg/日（朝50mg、夕50mg）1.25m2以上1.5m2未満

120mg/日（朝60mg、夕60mg）1.5m2以上

60mg/日（朝20mg、夕40mg）1.25m2未満80＞ ≧50

80mg/日（朝40mg、夕40mg）1.25m2以上1.5m2未満

100mg/日（朝50mg、夕50mg）1.5m2以上

50mL/min未満の患者における有効性及び安全性は
確立していません

50＞

不明な点につきましては、薬剤部医薬品情報管理室(内線 ７０８３)までご連絡下さい。
（文責 丹羽今日子）


